
【 ① 麻生区 高石地区 （ステップ６）】（コミュニティバスの運
行）

・１６年度に協議会設立。
・１８年度に運行実験、１９年度に試行運行を行ったが、いずれも
採算性が課題となった。

・２０～２１年度にサービス水準を大幅に絞込むと共に、協議会に
よるサポーター制度導入等の改善案を検討。

・２２年度に再度の試行運行を行った結果、採算性の目処がたつ。
・協議会、運行事業者、市の３者で運行に関する協定を締結。
・道路運送法の許可を取得し、平成２３年９月から本市初の緑ナン
バーのコミュニティ交通として本格運行を開始し、現在に至る。

【 ⑤ 多摩区 月見台地区 （ステップ３）】
・１８年度に勉強会設立。

【 ② 宮前区 有馬・東有馬地区 （ステップ４）】
・１６年度に協議会設立。
・２０年度に運行実験を行ったが採算性が課題となった。
・２１年度以降、改善案の検討を行い、２４年１月に２度目の運行実験を実施。

【 ③ 多摩区 長尾台地区 （ステップ４）】
・２０年度に協議会設立。
・２３年１１月に運行実験を実施。

新百合ヶ丘駅

川崎駅

登戸駅

溝の口駅

【 ⑨ 高津区 久地地区 (ステップ６)】（※既存バス路線の増便）

・１８年度に協議会設立。
・２０年度から既存路線の増便（朝・夜）を開始し、現在に至る。

【 ⑥ 高津区 蟹ヶ谷地区 (ステップ２)】（※既存バス路線の延伸）

・１７年度に勉強会設立。

武蔵小杉駅

【 ⑩ 宮前区 野川南台地区 （ステップ６）】（※宮前区役所事業）

・１６年度に協議会設立。
・２０年度から県営野川南台団地自治会による道路運送法の許可を
要しない運行形態で本格運行を開始し、現在に至る。

【 ⑦ 麻生区 三井細山地区 （ステップ１）】
・２１年度に勉強会設立。

【 ④ 宮前区 白幡台地区 （ステップ３）】
・１８年度に勉強会設立。【 ⑧ 宮前区 鷺沼地区 （ステップ１）】（※既存バス路線の迂回など）

・２１年度に勉強会設立。

【 凡 例 】

一定の成果が

得られた地区

検討中の地区
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●「地域交通の手引き」に基づく取組手順

ステップ０
地域住民等で検討体制を構築

ステップ１
地域ニーズの把握と市の交通サービスの評価

ステップ２
既存交通手段及びシステムの見直し

ステップ３
新たな交通手段及びシステムの選択

ステップ４
運行実験の実施（１ヶ月）

ステップ５
試行運行の実施（３ヶ月）

評価、改善策の検討

評価、改善策の検討

ステップ６
本格運行

● 各地区の進捗状況
【ステップ１】

⑦麻生区 三井細山地区 ⑧宮前区 鷺沼地区

【ステップ２】

⑥高津区 蟹ヶ谷地区

【ステップ３】

④宮前区 白幡台地区 ⑤多摩区 月見台地区

【ステップ４】

②宮前区 有馬・東有馬地区 ③多摩区 長尾台地区

【ステップ５】

【ステップ６】

①麻生区 高石地区 ⑩宮前区 野川南台地区 ⑨高津区 久地地区

● コミュニティ交通の考え方

【 検討主体 】坂の多い丘陵地や路線バスの利用

しづらい地域において、地域住民が主体となって、

地域の特性や利用需要を踏まえた、持続可能なコ

ミュニティ交通の導入に向けた取組を行います。

【 行政の役割 】地域住民が活動しやすい環境づ

くり、各種情報の提供、技術的支援の提供、道路・

交通管理者等との調整、運行実験・試行運行など、

地域の取組の進捗状況に応じた支援を行っている。

【 本格運行時 】継続性や公平性などの観点から

受益者負担を原則としており、初期車両の購入費等

の補助、高齢者等の運賃割引の補助を行うが、運行

経費の補助は行わない。

走行環境テスト

※問題解決の状況に応じ、該当するステップに戻る場合もある。

既
存
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